
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

平成２9年度も引き続き、補助公共事業の採択要件を満たさない危険箇所において、要配慮者利用施設・避難所等を守る土砂災害対策

を進める。

目標に対

する成果

の状況

目標どおり、要配慮者利用施設・避難所等を守る対策工事を実施し、地域の安全の確保を図った。

 概算事業費（B（A）+C） 594,022 321,944 261,584

－ －

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越 357,581

概　算

人件費

6.31 6.79 3.58

－

594,022 321,944

Aの

財源

425,728 261,584

0 0 0

0

263,000 263,000 175,000

341,881 162,728 86,584

0 0

補正予算 88,500 208,000

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

災害箇所、要配慮者利用

施設、避難所、避難路の

対策数

成果目標の達成状況

項目 H26末

13渓流

157,800

Ｈ28
H29

目標

H27末

H29

（当初） （決算） （当初）

県単砂防事業 直接

流路、床固工等の砂防設備整備および整備に向けた

測量設計、用地補償を実施した。

159,400 321,944 157,800

　　４　災害に強い地域づくり 実施期間 M31 ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

砂防法第5条および第13条

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail sabo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

４－１　地域防災力の向上

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針

事業番号 11 06 14 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 県単砂防費県単砂防費県単砂防費県単砂防費
担

当

課

部局 建設部

課・局・室 砂防課

砂防法第2条により指定された砂防指定地における砂防工事のうち、国庫補助の対象にならない小規模な砂防設備の整備を行い、土砂

災害から県民の生命や財産を守るとともに災害に強い地域づくりを推進する。

○急峻な地形と脆弱な地質を有する本県には、対策が必要箇所は多数存在し、土石流による土砂災害の恐れがある危険箇所の整備率

は、平成26年度末で21.3%である。

○災害に強い地域づくりの推進に向け、災害発生箇所の復旧、イエローゾーン（土砂災害警戒区域）に立地する要配慮者利用施設、避

難所および避難路を守る対策を重点的に取り組む必要がある。

159,400 157,800

合計（A) 604,881

12渓流

29年度

58,328 103,784

当初予算 158,800

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績

H28

○災害発生箇所の復旧、イエローゾーン（土砂災害警戒区域）に立地する要配慮者利用施設、避難所および避難路の保全　13渓流

○土砂災害等対策実施箇所　12渓流（９月補正分）

目標 成果 達成状況

14渓流

合計 159,400 321,944

土砂災害等

対策箇所

13渓流 13渓流 達成

達成8渓流 12渓流 12渓流

施策展開


